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3）予防医学の推進
●地域住民に医療・介護・健康・予防に関する正しい知識を習得していただくため、地域住民向け

セミナー「市民公開講座」を年１回開催。 

●糖尿病教室など、疾病ごとの勉強会も定期的に開催。 

10 11

第一章　医療の視点

疾病の早期発見・早期治療への社会的需要の高まりに対応し、健診事業の充実を図ります。 

１）健診事業の拡充
●内視鏡センターの新設など健診センター機能の充実を図り、１年を超える予約待ち状態を

改善。

 

２）健康維持・増進のさらなる充実 
●要介護や寝たきりのリスクを高めるロコモティブシンドローム（運動器症候群）を予防し、心臓病

や糖尿病といった生活習慣病をコントロールしながら、いつまでも自立した日常生活が送れるこ

とに主眼を置いた“健康維

持・増進事業”を導入。「健

康寿命の延伸」に寄与。 

●運動療法の視点や考え方

を積極的に取り入れた新た

な支援体制を整備。　 

4．予防・健康増進

高騰する社会保障費の削減

予防医学の推進⇒総合健診センターの利用促進

課題4

解決策
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医療機能の分化を推進しながら、地域との強固な連携体制を整備し、医療から介護機能へのス

ムースな移行と早期の在宅復帰を目指した、切れ目のない医療介護サービス提供体制を推進し

ます。

　

１）機能分化の推進
企業団内の医療機能の分化を推進し、医療介護サービス提供体制を充実させ、 地域の医療・

介護連携のハブ機能を発揮した地域包括ケアシステムを実現。

２）ネットワークづくり 
地域包括ケアシステムを構成する病院・施設間の連携を促進するため、「予約・照会システム

（TONARI）」及び「いしかわ診療情報共有ネットワーク（ID-Link）」により、ICTを活用した検査

予約・結果照会及び診療情報の共有化を進めてきました。今後は、さらに在宅患者とその家族

からの情報を共有するネットワークを構築します。

①患者を見守る地域ネットワーク
●さらなる連携強化に向けて、調剤薬局、介護施設、訪問看護ステーション等の関連施設との連

携を図り、総合的な健康・福祉ネットワークを構築。

●患者を見守るために必要な情報を必要な時に利用できる仕組みづくりを追求。

●共有する情報を安全かつ効果的に活用するため、組織を横断した人的ネットワークを構築し、

地域活動、情報交換を実践。

急性期を脱した（＝当院を退院する）患者の支援 

地域包括ケア病棟及び施設・在宅サービスとの連携 

課題5

解決策

第二章　介護・福祉の視点 
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②ＩＣＴを利用した患者総合サービス
●ＩＣＴの普及にともない患者とのコミュニケーション手段が多様化。患者が病院へ来なくても人

間ドックを含む診察予約、予約照会、検査・結果照会ができるサービスを提供。

●患者が診察待ち時間を有効に活用できるように、携帯端末へ診察案内を通知。

●クレジット自動支払いを利用して会計待ち時間をなくすとともに、キャッシュレスでの診療環境を

実現。

14 15

第二章　介護・福祉の視点

地域の活性化には、地域における人口の流出防止や雇用機会の創出が大切だと考えます。医

療や介護は“女性活躍”の場とも言われており、“女性がいきいきするまちづくり”を推進し、地域

雇用に貢献します。

　

１）雇用の促進
①専門職の就労支援
●医師をはじめ、看護師などの医療従事者、医療関連の専門知識を有する事務系職員の雇

用・育成。

●結婚や子育てを機に、生活環境等の変化があった医療従事者の再就職支援及び促進。

●臨床研修指定機関として全国の若い医師を採用。

②看護・介護・福祉系学生の採用
●病院隣接の大学看護学部と提携するとともに、福祉・介護分野の学生も積極的に受け入れ。

●地元の優秀な学生の修学機会の提供及び修学資金の貸与。

少子高齢化及び人口流出の防止

雇用機会の創出、支援 

課題6

解決策

第三章　雇用（就労）の視点 
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2）子育て支援 
●医師や看護師などは共働き世帯が多く、子育てと仕事の両立は雇用する企業団においても

喫緊の課題。

●子育てと仕事を両立しようとするスタッフを全面的にサポートし、働きやすい職場環境を提供す

るため、子供たちが集うキッズステーション（仮称）を新設。

16 17

第三章　雇用（就労）の視点 

地域包括ケアシステムの実現には、近隣の医療・介護施設職員をはじめ、地域住民、行政、企業

などが参加し、一体となれる仕組みが必要です。そのために知識や技術の習得、共有化などの

環境づくりと体制の拡充に努めます。

　

１）当院の教育体制
①人事交流の活性化
●企業団内の人事交流を活性化させ、さまざまな分野の業務に触れる機会をつくり、多岐にわた

る業務に対応できる職員を養成。

②教育研修体制の強化
●研修会を総合的に管理し、研究や学会発表を集積するシステムを構築。

●臨床研修指定病院、専門医連携施設として、若手医師育成における指導体制を強化。

●看護師における特定行為研修の区分を見直し、常に地域に必要とされる看護師を育成。

③教育・研修機会の支援
●認定看護師をはじめとする資格の取得、

講習会受講、学会発表など職員のスキ

ルアップを積極的に支援。

●資格取得者等を講師とする院内研修会

を開催し、知識や技術の共有化を通し

て、職員全体の質を向上。

医療介護従事者と地域住民の教育（啓発） 

教育体制の拡充 

課題7

解決策

第四章　教育（啓発）の視点 
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2）地域の教育体制  
①地域住民に向けて
●各種教室事業、市民公開講座

や出前講座、患者サロンへの

取り組みをさらに強化。

②医療・介護関係機関に向けて
●院内の研修会に外部からも参

加受け入れ。また、地域の医

療・介護施設とともに定期的な

症例検討会を開催し、知識と技

術を共有化。

●地域に特定行為研修修了看

護師が広がることで、地域全体

の在宅医療・介護の技術（質）

が向上。

3）教育機関との連携 
●初期臨床研修では、金沢大学附属病院及び金沢医科大学病院の協力型研修医も受け入れ。

●金沢大学、金城大学、石川県立看護大学などの教育機関への講師派遣。

●中学から大学までの学生見学・実習受け入れ。

●北陸先端科学技術大学院大学の講座参加など、積極的に地域の教育機関との協力体制を

構築。

18 19

第四章　教育（啓発）の視点

平成元年に現在の地へ移転・新築した公立松任石川中央病院は、常に変化する社会情勢と地

域の医療ニーズに応えながら成長を続けてきました。そんな病院も３０年が経過しようとし施設の

老朽化は否めません。

激変する情勢の中でも、対応可能な医療や福祉を軸にした“まちづくり”を目指したハード面の整

備も重要であり、以下に挙げる事業計画に基づき整備を推進します。

　

１）10年先を見据えたまちづくり構想

ハブ機関としてのサービス提供体制の確保

行政と一体的な提供体制の整備 

課題8

解決策

第五章　地域の“ハブ機関”としての視点 

公立松任石川中央病院
“地域医療安心安全プロジェクト” 構想策定
～白山石川医療企業団＋行政機関＋福祉機関合同チーム～

“地域医療安心安全プロジェクト”基本・実施設計策定
①（仮称）白山市地域コミュニティーセンター建設事業
～地域・白山石川医療企業団・保育園・訪問看護・福祉行政連携施設～
②病院増改築事業
～病棟部門・外来診療棟・検査・薬剤関係部門の移設～

“地域医療安心安全プロジェクト”完了

平成30年

平成31年

平成32年

平成40年

講師派遣

人材輩出
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１）10年先を見据えたまちづくり構想

ハブ機関としてのサービス提供体制の確保

行政と一体的な提供体制の整備 

課題8

解決策

第五章　地域の“ハブ機関”としての視点 

公立松任石川中央病院
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人材輩出

連携



行政ゾーン
地域住民のための医
療・福祉行政が交流
を図るサービス提供
ゾーン

医療ゾーン
病院新築移転及び医療・介
護連携による包括的サービ
ス提供体制（ハブ機能）を図
る連携強化ゾーン

教育ゾーン
予防及び健康維持・
増進事業の推進と、
医療の質向上を図る
予防・健康ゾーン
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第五章　地域の“ハブ機関”としての視点

3）資金計画

2）企業債償還状況  4）想定図
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“地域医療安心安全プロジェクト”　総事業費用　 10,000,000,000円

※財源：企業債＋構成市町負担金＋自己資金（内部留保資金）

平成35年

10年間の事業収支想定グラフ

(単位：百万円)

8,500
9,000
9,500

10,000
10,500
11,000
11,500
12,000

平成26年

8,720

8,690

総収益

総費用

平成28年

9,410

9,390

平成30年

10,500

10,160

平成32年

10,710

10,450

平成34年

10,850

10,660

平成36年

11,340

11,220

平成38年

11,400

11,310

平成40年

11,550

11,440

行政機関

訪問診療 福祉施設

予防・健康

健康維持・増進ゾーン

医療連携ゾーンコミュニケーションゾーン

保育所 訪問看護
診療所

予　防 教　育

病　院
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第五章　地域の“ハブ機関”としての視点

5）整備例
　かつて医療機関は、地域住民が安心できる最

適な医療環境を提供するという一義的な役割を

担ってきました。しかし、人口減少と超少子高齢

化にともない、地域社会がややもすると崩壊する

という深刻な問題に直面している今、医療機関

の使命は少しずつ変わってきている感がありま

す。それは、「医療」はもっとも基本的な社会基盤

であり、地域住民の「生活」を支える役割を担うと

ともに、これまで主に行政が担当してきた“まちづ

くり”という領域にも積極的に関わっていく必要に

迫られているという事実です。 

　地域包括ケアシステムの実現は、医療と介護

の切れ目のない連携が軸となりますが、それだけ

では不十分です。私たち医療・介護の提供者側

と、受療者側である地域住民が融合してはじめ

て、地域包括ケアは実現していくのです。 

　私たちがイニシアチブをとり、“まちづくり”の中

心的な役割を担っていくことは重要な責務だと考

えます。 

　挑戦は、まだ始まったばかりです。

おわりに

平成30年６月 
編集：白山石川医療企業団 
　　 公立松任石川中央病院 

移転計画
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白山石川医療企業団
公立松任石川中央病院

これからの10年を
見据えた
当院の役割

～安心して暮らせる“まちづくり”に向けて～

野々市市の花木：ツバキ 白山市の花：あさがお 川北町の花：カワラナデシコ


